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こんにちは！
菊地葉子です ずさんな残土搬入地確保計画

ー北海道新幹線トンネル工事で質問ー

　　道議会新庁舎に喫煙所？
　受動喫煙の防止を目指す改正健康増進法が７月１日
から一部施行されています。全国の学校や病院、行政
機関の敷地内が全面禁煙となりました。
　議会は行政機関ではなく、建物内に喫煙室設置が認
められるとの理由で来年１月完成予定の議会新庁舎に
喫煙室設置の動きがあり、道民から批判の声が上がっ
ています。
　　北海道の死因一位は「がん」

受動喫煙対策急務　　
　北海道の死因の第一が「がん」によるものであり、
がん対策が重要課題となっており、受動喫煙防止条例
制定も道民の強い要望となっています。
　受動喫煙防止という道民の強い要望は率先して議会
で審議されるべきであり、その模範となるべき議員に
特権的に喫煙が認められるなど言語道断です。
　　日本共産党道議団は全面禁煙を主張！
　日本共産党道議団は議会改革の協議や議会庁舎改築
協議など機会ある毎に全面禁煙を要求・主張してきま
した。
　議会庁舎は議員だけのものではなく道民の共有財産
です。改正健康増進法の趣旨に基づく全面禁煙こそ道
民の願いです。

道議会新庁舎は全面禁煙に‼
11

７
月

日
の
新
幹
線
・
総
合
交
通
体
系
対
策
特

　
別
委
員
会
で
、
菊
地
葉
子
道
議
は
新
幹
線
残
土
の

受
入
地
の
確
保
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

八
雲
町
の
掘
削
土
を
北
斗

市
へ
搬
入
検
討
の
理
由
は

　
菊
地
道
議
は
、
八
雲
町
内
の

ト
ン
ネ
ル
工
事
で
発
生
す
る
土

の
搬
入
先
が
確
保
で
き
ず
、
北

斗
市
の
受
け
入
れ
を
検
討
し
て

い
る
理
由
を
質
問
。
新
幹
線
推

進
室
の
参
事
は
「
受
入
地
の
敷

地
内
に
伐
採
で
き
な
い
保
安
林

が
あ
り
、
当
初
予
定
し
て
い
た

土
量
の
受
入
が
困
難
と
な
り
、

近
隣
の
北
斗
市
に
協
議
を
行
っ

た
」
と
答
弁
。

受
入
地
確
保
の
計
画
の

見
通
し
が
不
十
分

　
菊
地
道
議
は「
今
回
の
件
は
、

十
分
な
事
前
調
査
が
行
わ
れ
て

い
れ
ば
起
き
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
他
に
札
樽
ト
ン
ネ
ル

の
着
工
が
遅
れ
て
い
る
と
も
聞

い
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
当
初
計
画
の
見
通

し
が
甘
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
」
と
質
問
。

　
推
進
室
は
ト
ン
ネ
ル
残
土
発

生
土
の
受
入
地
確
保
や
適
正
処

理
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
は
極

め
て
重
要
な
課
題
と
し
な
が

ら
、
２
０
３
０
年
度
末
の
札
幌

開
業
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う

取
組
む
と
表
明
。

生活相談をうけています
●月曜日～金曜日
●午前10時～午後４時

菊地葉子事務所
小樽市稲穂１－12－205　ステーションハイツ
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工
期
あ
り
き
の
工
事
で
は

な
く
、
道
民
の
く
ら
し
に

関
わ
る
諸
問
題
に
、
し
っ

か
り
対
応
を

　
つ
づ
い
て
菊
地
道
議
は
「
小

樽
市
内
で
も
住
民
か
ら
環
境
へ

の
影
響
を
心
配
す
る
声
が
上
が

っ
て
い
る
。
施
行
前
の
調
査
で

は
無
対
策
土
と
判
断
さ
れ
な
が

ら
、
施
行
中
調
査
で
対
策
土
が

出
て
き
て
、
仮
置
き
が
必
要
と

な
っ
た
例
も
あ
り
、
今
後
も
そ

う
い
う
こ
と
は
予
測
さ
れ
る
」

と
発
言
。
さ
ら
に
２
０
３
０
年

度
末
の
札
幌
延
伸
に
よ
る
経
済

効
果
を
バ
ラ
色
に
描
く
だ
け
で

な
く
、
工
事
過
程
で
起
き
て
き

た
様
々
な
問
題
に
道
が
し
っ
か

り
と
対
応
す
べ
き
と
指
摘
し
ま

し
た
。

－



Ｆ
15

し
た
。
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在宅酸素患者用　 道民生活向上に逆行する補正予算案

菊地道議反対討論

反対討論にたつ菊地道議　

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
鈴
木

知
事
最
初
の
政
策
予
算
と
し
て
編

成
さ
れ
ま
し
た
が
、
道
債
発
行
額

は
７
１
５
６
億
円
ま
で
膨
れ
上
が

り
、
借
金
依
存
度
25
％
と
平
成
以

降
で
２
番
目
の
高
さ
で
す
。

　
知
事
の
目
玉
政
策
の
「
ほ
っ
か

蘭
越
町
で
低
空
飛
行
・
爆
音

小
学
校
の
運
動
会
練
習
一
時
中
止

い
ど
う
応
援
団
会
議
」
は
サ
イ
ト

開
設
と
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
と
ど
ま

り
歳
入
確
保
の
見
通
し
も
あ
り
ま

せ
ん
。
全
体
と
し
て
高
橋
前
知
事

の
踏
襲
に
と
ど
ま
り
、
道
民
生
活

を
大
き
く
向
上
さ
せ
よ
う
と
い
う

知
事
の
姿
勢
が
み
ら
ま
せ
ん
。

カ
ジ
ノ
推
進
に
３
０
０
万
円

　
　
と
り
わ
け
、
既
に
７
割
以
上
の

道
民
が
カ
ジ
ノ
に
反
対
し
て
い
る

の
に
、「
反
対
が
多
い
の
は
Ｉ
Ｒ

に
つ
い
て
よ
く
知
ら
な
い
か
ら
」

と
カ
ジ
ノ
に
対
す
る
道
民
理
解
促

進
費
に
３
０
０
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
が
、
道
民
の
声
を
う
け
と

め
る
な
ら
カ
ジ
ノ
誘
致
は
き
っ
ぱ

り
中
止
す
べ
き
で
す
。

が
ん
対
策
啓
発
予
算
減

　
　
又
、
が
ん
対
策
と
し
て
早
期
発

見
の
た
め
に
必
要
な
普
及
啓
発
予

算
は
、
過
去
５
年
間
の
最
低
額
と

な
り
、
道
と
し
て
の
が
ん
対
策
の

姿
勢
は
明
ら
か
に
後
退
し
た
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

に
は
消
極
的　

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
化
事
業
費

は
、
依
然
と
し
て
企
業
局
か
ら
の

繰
入
金
の
み
を
財
源
と
し
て
お

り
、
一
般
会
計
か
ら
財
源
を
出
し

て
で
も
取
組
を
拡
大
し
よ
う
と
す

る
姿
勢
が
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

虐
待
防
止
へ
体
制
強
化
を

―
札
幌
の
２
才
児
死
亡
事
件
う
け
て
―

６
月
初
め
、
札
幌
市
で
２
才

宮
川
潤
道
議
は
７
月
９
日
の

　予
算
特
別
委
員
会
で
日
米
共
同

訓
練
等
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま

し
た
。

　
６
月
７
日
午
後
、
複
数
の
ジ

ェ
ッ
ト
機
が
物
凄
い
爆
音
を
た

て
て
蘭
越
町
上
空
を
旋
回
し
ま

日
の
蘭
越
町
議
会
で

宮
川
道
議
の
質
問
で
道
が
確

　認
し
た
の
は
25
日
防
衛
大
臣
の

記
者
会
見
で
あ
る
こ
と
が
判

明
。
道
民
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
は
「
道
民
の
安
全
安
心
の
確

保
は
重
要
」
と
繰
り
返
す
の
み

で
し
た
。

　
宮
川
道
議
は
今
後
予
定
さ
れ

て
い
る
日
米
共
同
訓
練
で
は
オ

ス
プ
レ
イ
の
参
加
も
あ
り
、
安

全
が
守
ら
れ
る
保
証
は
あ
る
の

か
、
高
度
も
訓
練
目
的
も
知
ら

せ
な
い
な
ど
、
到
底
住
民
の
安

全
を
優
先
し
て
い
る
と
は
考
え

ら
れ
な
い
日
米
訓
練
は
中
止
す

べ
き
と
強
く
求
め
ま
し
た
。

宮川潤道議　

　児
が
衰
弱
死
す
る
痛
ま
し
い
事

件
が
発
生
し
ま
し
た
。
政
府
が

緊
急
総
合
対
策
を
打
ち
出
し
た

も
の
の
、
児
童
虐
待
は
急
増
し

て
い
ま
す
。

　
真
下
紀
子
道
議
は
少
子
高
齢

社
会
対
策
特
別
委
員
会
で
、
防

止
対
策
と
体
制
強
化
を
求
め
て

は
、町
長
が「
陸
上
自
衛
隊
倶
知

安
駐
屯
地
を
通
じ
て
、
北
海
道

防
衛
局
か
ら
米
軍
機
だ
と
回
答

を
得
た
」と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

　

質
問
し
ま
し
た
。

　
道
は
、
通
告
か
ら
48
時
間
以

蘭
越
小
学
校
で
は
、
児
童
約

人
が
校
庭
で
運
動
会
の
練
習

内
に
児
童
の
安
全
を
確
認
す
る

ル
ー
ル
の
緊
急
調
査
で
48
時
間

を
超
え
た
も
の
が
４
件
あ
っ

た
と
報
告
。
２
０
１
７
年
度

児
童
相
談
所
が
う
け
た
相
談

１
万
２
３
５
２
件
中
、
虐
待
の

相
談
は
３
２
２
０
件
（
26
％
）

で
す
。

　
又
、
児
童
福
祉
司
一
人
当
た

り
の
相
談
件
数
は
１
５
８
・
４

中
で
、
一
時
中
断
し
子
ど
も
た

ち
を
避
難
さ
せ
て
い
ま
す
。
町

長
は
「
住
民
の
不
安
を
あ
お
る

よ
う
な
超
低
空
飛
行
・
爆
音
な

ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
事
故

が
あ
っ
て
か
ら
で
は
取
り
返
し

が
つ
か
な
い
」
と
非
難
し
て
い

ま
す
。

件
、
そ
の
う
ち
虐
待
対
応
は

４
１
・
３
件
で
２
０
１
２
年
度

の
18
件
か
ら
激
増
し
て
い
ま

す
。
同
時
期
に
児
童
福
祉
司
は

78
人
か
ら

す
が
、
相
談
件
数
増
に
追
い
つ

い
て
い
ま
せ
ん
。

　
真
下
道
議
は
増
員
を
強
く
要

求
。
道
は
「
６
市
町
村
に
と
ど

ま
る
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
整
備
促
進
を
行
う
専

門
職
の
増
員
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
緊
密
に
し
、
相
談
体
制

の
強
化
を
図
る
」
と
応
じ
ま
し

た
。

発電機補助実現
　昨年９月、宮川道議は、胆振
東部地震のブラックアウト時、
在宅酸素患者が酸素濃縮器を使
用できなくなった問題をとりあ
げ、道は停電時の在宅患者の安
全確保に取り組むと答弁してい
ました。
　６月19日の保健福祉委員会
で、在宅酸素患者の停電時の電
源確保のための発電機購入の補
助（患者に貸し出す簡易自家発
電装置を医療機関が整備するた
めの補助事業）が報告されまし
た。又、人工透析病院で自家発
電装置のない病院がありました
が、今年度中には全161ヶ所で
設置されること、福祉避難所は
年内に全市町村に設置されるこ
とも報告されました。

道庁前宣伝する共産党道議団
（右から菊地、宮川、真下各道議）　

真下紀子道議

人
と
増
え
て
い
ま

92


